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黒部川における連携排砂について

国土交通省黒部河川事務所

平成２５年５月

補足資料

第３４回黒部川土砂管理協議会



流域面積：682.0km2

流路延長：85km

宇奈月ダム
(国土交通省)

出し平ダム
(関西電力)

黒部ダム
(関西電力)

Toyama Bay

鷲羽岳

出し平ダム

宇奈月ダム

黒部川の概要
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年間降水量分布図
（国土地理院発行 新刊 日本国勢地図 H2）

●降水量が非常に多い ●崩壊地が非常に多い
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崩壊面積率比較図崩壊面積率比較図

黒部川流域の年間降水量
４，０００ミリ以上

黒部川の特性（急流荒廃河川）
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黒部川の年間流出土砂量
約１４０万立方メートル

黒部川には1年間に
東京ドーム１杯分以上の土
砂が流れる

●黒部川は急流河川

崩壊箇所 約7,000箇所
日本国内 トップクラス

小黒部谷の崩壊小黒部谷の崩壊



濁流に飲み込まれた愛本堰堤愛本地点最大流量：5,661m3/s
（計画高水流量：4,200m3/s）

被災状況

氾濫面積 1,050ha

家屋流出・全壊 ７戸

半壊・床上浸水 436戸

床下浸水 410戸

愛本堰堤ゲート及び取水設備破壊

愛本橋流出

山間部で多数の土砂崩壊

被災総額
約51億円（１市２町）

過去の洪水の状況
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黒部川右岸が破堤し、約1.5kmの幅で流下

南島堤（入善町福島）

黒部峡谷鉄道被災状況

黒部川第２発電所付近被災状況

黒部川中流域で
約600万m3もの
土砂が堆積

黒部川上中流部で大規模な崩壊が発生

・黒部峡谷鉄道寸断
・発電設備被災
・河床が10mも上昇
・工事関係者92人が孤立

昭和44年8月洪水 平成7年7月洪水



昭和４５年当時の生地鼻 現在の生地鼻（平成11年６月）

30年間で40mも後退

排砂により海岸線へ土砂を供給し、侵食を軽減する
ことが出来る。

30
年
で

３０年前の海岸線

後退

下新川海岸における侵食の状況
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１ ダム機能の維持１ ダム機能の維持

２ 河床低下の防止２ 河床低下の防止

根固前面洗掘 沈下・浮き上がり状況

後退

生地鼻

３ 海岸侵食の抑制３ 海岸侵食の抑制
30年間で40mも後退

排砂の必要性

6



大きな掃流力を生み出
すため、洪水の後、すぐ
に貯水池内を一時的に空
虚とする。

排砂ゲートが開けられ、
流水とともに、貯水池に
溜まった土砂を排出する。

排砂ゲートを閉じ、貯
水位(利水容量)を回復し
た後、一定時間、流入量
の全量を放流する。
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連携排砂のしくみ



当年度最初の一定規模以上の出水・洪水時に実施するもので、
貯水池内の一定の堆積形状をできるだけ維持するよう、排砂期
間外に堆積した土砂を排出する。

排砂後の一定規模以上の出水・洪水時に実施するもので、出
水・洪水に伴って流入してくる土砂を通過させる。

【排砂】とは、

【通砂】とは、

＜ 定義に基づくイメージ図 ＞
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梅雨等河川流量が豊富な時期

例えば台風による一過性の出水
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連携排砂と連携通砂の定義
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海面・内水面漁業関係団体、農業関係団体、

関係行政機関等への事前説明と意見の聴取

黒部川ダム排砂評価委員会（学識経験者）

※排砂計画・環境調査計画について審議・評価

排砂計画・環境調査計画の案作成
（実施機関）

黒部川土砂管理協議会（市町長等行政代表者）

※排砂計画・環境調査計画について協議調整

排砂計画・環境調査計画の決定
（実施機関）

黒部川ダム排砂評価委員会（学識経験者）

※異常値が観測された場合、実施経過・環境調査結果（速報）について審議・評価

黒部川ダム排砂評価委員会（学識経験者）

※実施経過・環境調査結果について審議・評価

黒部川土砂管理協議会（市町長等行政代表者）

※実施経過・環境調査結果について協議調整

連携排砂の実施

環境調査の実施
（実施機関）

次年度排砂計画・環境調査計画へ反映
（実施機関）

意見を反映

意見を反映

意見を反映

調査結果の
まとめ

【1月～2月】

【３月】

【３月～５月】

【６月～８月】

連携排砂実施までの流れ

第34回
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被災前 H23.4.26

←黒部川

大きな粒径の土砂の供給不足により 河床低下が進行し
愛本床止め工が被災した。

土砂の供給等により海岸の砂浜が拡大している。

←黒部川

護床ブロック(60t)
流出 L=31.5m

根固ブロック(8t)
流出

L=6.0m
河床洗掘
L=48.0m

被災後H23.7.17

被災幅(上流)
B=59.10m

被災幅(下流)
B=68.10m

河床低下により被災した愛本床止め工

黒部市荒俣地区 昭和６０年

黒部市荒俣地区 平成２２年
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河口からの距離（Ｋｍ）

ダム下流は河床低下傾向にある
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連携排砂10年経過後の状況等について

▽HWL
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土砂を下流に流すことが

可能な宇奈月ダム

黒部川の総合土砂管理
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